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研究成果の概要： 

65歳以上の地域在住高齢者を対象とした本研究での有病率は、早期加齢黄斑変性症4.5％、晩

期加齢黄斑変性症 1.1％であった。血清抗酸化物質は、カロテン類、キサントフィル類、プロ

ビタミンA類、カロテノイド類のいずれも統計学的に晩期加齢黄斑変性症と有意な関連を認め、

個々の抗酸化物質単独の影響よりも複合的な影響が示唆された。一方、早期加齢黄斑変性症と

の明らかな関連を示す要因はなかった。 
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１．研究開始当初の背景 

21世紀の少子高齢化社会における重要な

衛生学的テーマの一つは，高齢者の健康寿命

の延伸と生活の質の向上，すなわち身体も心

も健康で豊かに生活できるサクセスフル・エ

イジングの達成であり，この観点からは、QOL

（生活の質）を勘案した予防アプローチが重

要である．WHOのWorld Health Report 2002

によれば，QOLを考慮した世界の60歳以上の

Disease Burdenの主要な原因の一つに感覚器

障害が挙げられており，感覚器疾患の予防は

世界的に重要なテーマとなっている． 

とりわけ視覚障害は、レンズの変性性疾患

である白内障に止まらず、加齢黄斑変性、糖
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尿病性網膜症などの網膜疾患による視力喪

失が著しいQOL低下を引き起こすことが知ら

れている． 

欧米とくに英国においては，地域在住高齢

者研究として，感覚器疾患の有病率・罹患率

を推定し，日常生活動作やQOLとの関連を検

討した疫学研究1－3）や，これらの成果に基

づき多面的機能評価を用いた community 

intervention studyにより実際の予防効果を

評価する研究が実施されている4）．しかしな

がらわが国においては，こうした感覚器疾患

の予防医学的施策の基盤となる疫学エビデ

ンスが今なお十分ではないのが現状である

5-7) ． 
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２．研究の目的 

 地域代表性の高い高齢者集団を対象とし

た疫学研究により、以下を明らかにすること

を目的とした。 

（１） 加齢黄斑変性の有病率の推定 

（２） 加齢黄斑変性の予防因子としての血

清抗酸化物質の寄与に関する検討 

 

３．研究の方法 

＜対象者＞ 

群馬県高崎市倉渕町在住の65歳以上高齢者。

最終的な解析の対象者は722名（男性297名、

女性425名） 

eligible populationの約50％である。 

 

＜血清抗酸化物質の測定＞ 

フィールド調査時に採取した血清は、ただち

に-80℃で冷凍保存した。分析は、当教室内

のラボで高感度 HPLC＋UV検知器により行っ

た。分析した抗酸化物質は以下の通り。 

α-tocopherol 

γ-tocopherol 

β-cryptoxanthin 

α-carotene 

β-carotene 

lycopene 

retinol 

lutein and zeaxanthin 

さらにこれらの抗酸化物質は以下のように

グループ分けした。 

carotene family 

xanthophyll family 

provitamin A family 

carotenoid family. 

 

＜加齢黄斑変性の評価＞ 

加齢黄斑変性は、無散瞳眼底写真を一人の眼

科専門医が読影することにより、早期加齢黄

斑変性症と晩期加齢黄斑変性症に区別した。

なお、読影は諸条件をブラインド下に行った。 

 

＜統計解析＞ 

各抗酸化物質レベルおよびファミリーは、

性・年齢特異的に3分割され、群間で加齢黄

斑変性の有病率が比較された。また、各抗酸

化物質およびファミリーの1tetileの上昇に

対応するオッズ比とその 95％信頼区間が示

された。その際、ロジスティック回帰分析に

より、年齢、性、喫煙、飲酒、学歴、高血圧、

BMI,総コレステロール、白内障手術の既往、



 

 

アウトドア活動性が調整された。 

 

４．研究成果 

（１）加齢黄斑変性の有病率 

表1に、男女別および混合集団での晩期加齢

黄斑変性症の有病率を示した。男性で2.0％、

女性で 0.5％、全体で 1.1％であった。この

数字は、先行研究の有病率 1.1%（久山研究、

60歳以上）、1.0％（舟形研究、65歳以上）

とよく一致する数字であった。 

なお、本対象集団での早期加齢黄斑変性症

の有病率は4.4％であった。 

 

Table1. Prevalence of AMD by age category and sex

1
3
2

6

1.3 (0.0–6.8)

1.9 (0.4–5.5)

3.3 (0.4–11.3)

2.0 (0.7–4.3)

0
2
0

2

0.0
0.9 (0.1–3.4)

0.0

0.5 (0.1–1.7)

1
5
2

8

0.5 (0.0–3.0)

1.4 (0.1–3.4)

1.2 (0.1–4.3)

1.1 (0.5–2.2)

有病数
有病率 (%) 

(95% CI)

65–69
70–79
80–

全年齢

男性 女性 全体

年齢

(n =  297) (n =  425) (n =  722)

有病数

有病率 (%) 
(95% CI) 有病数

有病率 (%) 
(95% CI)

 

 

（２）血清抗酸化物質と加齢黄斑変性との関

連（表２） 

 

個別にみると、alpha-tocopherolと

betacryptoxanthinのいちばん高値群は、晩期

加齢黄斑変性の有病率の上昇と関連してい

た。1tertileの上昇に対応するオッズの増加

ももこれら2物質では統計学的に有意なトレ

ンドを示した。Tertileでなく連続変量とし

てモデルに投入しても同様の傾向を認めた。 

 一方、carotene family (alpha-, beta-carotenes 

and lycopene) 、carotenoid family 

(beta-cryptoxanthin, alpha-, beta-carotenes, 

lycopene, and lutein and zeaxanthin) も晩期加齢

黄斑変性との間に予防的な方向で関連を認め

た。 

 早期加齢黄斑変性との間にはいずれの抗酸

化物質およびファミリーも一定の関連を認め

なかった。 

 

Table2. Association between serum antioxidants and AMD 

Antioxidants Category† Prevalence
Adjusted  OR (95% CI) fo r    
one-category increase‡

α-Tocopherol

γ-Tocopherol

Retinol

β -Cryp toxanth in

α-Carotene

β-Carotene

Lycopene

Lutein and 
zeaxanthin

Carotene 
familya

Xanthophyll 
familyb

Provitamin A 
familyc

Carotenoid
familyd

Low
Middle
High
Low
Middle
High
Low
Middle
High
Low
Middle
High
Low
Middle
High
Low
Middle
High
Low
Middle
High
Low
Middle
High

Low
Middle
High
Low
Middle
High
Low
Middle
High
Low
Middle
High

6/213 (2.8)
2/238 (0.8)
0/239 (0.0)*

6/217 (2.8)
2/229 (0.9)
0/244 (0.0)*

3/224 (1.3)
5/240 (2.1)
0/226 (0.0)

3/231 (1.3)
3/228 (0.9)
2/231 (1.3)
0/  97 (0.0)
4/111 (3.6)
1/107 (0.9)

4/222 (1.8)
3/233 (1.3)
1/235 (0.4)
4/222 (1.8)
3/232 (0.9)
1/236 (0.4)
3/227 (1.3)
3/233 (1.3)
2/230 (0.9)

4/166 (2.4)
4/348 (1.2)
0/173 (0.0)*
4/165 (1.8)
4/342 (1.5)
0/180 (0.0)
4/188 (2.1)
4/296 (1.4)
0/203 (0.0)*
4/161 (2.5)
4/344 (1.2)
0/182 (0.0)*

0.13 (0.03-0.66)

0.14 (0.03-0.68)

0.92 (0.35-2.39)

3.53 (0.52-23.82)

0.57 (0.18-1.78)

0.39 (0.12-1.24)

0.29 (0.08-1.03)

0.78 (0.29-2.07)

0.21 (0.05-0.95)

0.25 (0.06-1.01)

0.23 (0.05-1.01)

0.20 (0.04-0.86)
* p < 0.05 by  the Fisher's exact  tes t w hen compared wit h t he low cat egory .
† Age- and gender-spec if ic  tert iles  of  each serum antiox idant were used.
‡Adjus ted f or age, sex , smok ing, drinking alcohol. educat ion, hyper tens ion, BMI, TC , cat aract  surgery and outdoor ac tiv it y
a Carot ene f amily  cont ained α- , β-carot enes and lycopene.
b Xant hophy ll family contained β-c ryptoxanthin, lut ein and zeaxanthin.
c Prov it amin A  family  contained β-c rypt oxant hin and α- , β-carotenes.
d Carot enoid family  contained the carot ene and xant hophy ll families.

・With regard to other factors, cataract surgery was 
associated w ith AMD.  

 

 以上より、抗酸化物質は晩期加齢黄斑変性

の予防に対して、単独でというより複合して

働く可能性が示唆された。 

 しかし、本研究は時間断面研究であり、因

果関係の言及には、今後の追跡研究の結果が

待たれるところである。 
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